
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０２２年８月３日発行 第２５１号 音更町木野西通 17丁目 1番地 

共栄コミセン１階 音更町消費者協会（事務局）TEL・FAX 67-5541 

第 45 回十勝消費者大会 

◇開会式 

◇基調講演 演題「感染症の調査中に食した世界のごはん～食の安全・安心について感じたこと～」 

     講師 帯広畜産大学学長補佐（同学原虫病研究センター教授） 井上 昇 氏 

◇アトラクション 石見神楽（中札内村無形文化財）元更別大国神社石見神楽保存会 

◇大会宣言  ◇閉会式 

『第４５回十勝消費者大会に参加して』          副会長 加藤 治夫 

７月２９日、第４５回十勝消費者大会が、3 年ぶりに中札内文化創造センター・ハーモニーホールで開かれ、 

当協会からもコロナ禍の為の人数制限の中、辻会長以下１５名が出席いたしました。 

開会式に引き続き、帯広畜産大学学長補佐、井上昇氏の基調講演「感染症の調査中に食した消費生活と、安全・

安心な食生活を守ろう～食の安全・安心について感じたこと～」がありました。映像を使い、ユーモアを交えなが

ら、食中毒で年間６億人が被患し４０万人以上が死亡している事実を報告。また、完全に安心とは言えない中、 

世界では遺伝子組み換え農作物の大豆、トウモロコシ、トマト等が流通して 

いることを警告されていました。 

アトラクションでは、中札内村の無形文化財・石見神楽の伝承 

『八岐の大蛇（やまたのおろち）退治』が披露されました。 

最後に足寄消費者協会長 遠藤聡一氏が大会宣言をし、終えました。 

十勝消費者協会連合会長 村上 早苗 氏 

「3年ぶりに皆さんに会えてとてもうれしい」と

あいさつ 

北海道消費者協会長  

長島 博子 氏 

講師 井上 昇 氏 

アトラクション  

石見神楽 

テーマ「地球環境に配慮した消費生活と、安心・安全な食生活を守ろう」 

 

と き 令和 4年 7月 29日（金）10：00～13：00 

ところ 中札内文化創造センター ハーモニーホール 

スローガン 

１ 消費者力の向上を図り、自立した消費者を目指そう 

２ 十勝の農業と地域の産業を守り、地産地消を推進しよう 

３ 地球環境を保全し、原発に依存しない社会を目指そう 

４ 持続的に活動できる組織の基盤を確立し、 

消費者運動の輪を広げよう 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 私が弁護士業務をしていく中で、比較的取り扱うことが多い法律問題について、定期的

に紹介をして行きたいと思います。今回は、遺言問題です。 

 相続問題についての回でも遺言について触れていますが、今回は、自筆証書遺言につい

て、特に詳しく触れることにします。 

 遺言は、法律で厳格に要件が定められており、要件を満たさない遺言は無効です。 

 自筆証書遺言は、全文と日付と氏名を自署して、押印することなどが要件です。 

 自筆ということは、手書きをするということで、パソコンで作ることはできません。 

 ただし、法改正により、遺言書に添付する財産目録で、遺言書と一体となっている財産

目録は、自筆することを要しないことになりました。 

 ただし、各頁に署名押印をする必要があるなど、細かい要件が定められているので、注

意が必要です。 

 また、財産目録については、不動産、車、債権（預貯金など）、株式など、財産毎に、特

定するために必要な記載事項がありますから、そのために注意が必要です。 

 遺言は、時系列的に「後に」作成したもの（つまり、より新しいもの）が優先されます。 

作成した時期によっては認知症等によって有効性が問題とされることがあります。 

そのため、日付を記載することが必要となります。 

日付を記載しないために無効になっている例があります。 

署名はあっても押印がないため、無効になっている例もあります。 

自筆証書遺言は、訂正の仕方も厳密に規定されています（訂正の仕方、訂正した旨の付

記、訂正印の押印など）。 

このように、自筆証書遺言は、いろいろな方式が厳密に定められていますから、一見さ

さいに思える形式のミスで、せっかくの遺言が無効になってしまうリスクがあります。 

加えて、遺言の内容についても、財産を渡す人の特定の仕方、財産を譲り渡す文言の記

載の仕方など、注意しなければならないことがたくさんあります。 

そうすると、弁護士等の専門家に相談するか、費用がかかっても、 

公正証書遺言にするのが安心安全だといえます。 

                 

 

弁護士の視点～十勝の事件の実情 

弁護士 辻 和義 

 テーマ 「遺言問題」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆ 消費生活センター・受付件数（７月３０日現在）☆ 

☺５月 ２０件    ☺６月  ２９件   ☺７月  ２５件  令和４年度累計 ８８件 

 

 

消費生活の窓 

消費生活センターの

出前講座 
（5月末～7月末） 

消費者月間★街頭啓発を実施しました 
 

① 5/28(土)  木野９区町内会    参加 14名 

② 6/15(水) 認知症介護家族交流会  8名 

③ 6/21(火)  コープさっぽろ     10名 

④ 6/22(水) 北進老人クラブ        11名 

⑤ 7/14(木) 東部福寿会       19名 

⑥ 7/16(土) 木野長寿会       25名 

⑦ 7/24(日) 共栄町内会       46名 

⑧ 7/28(木) 柳町老人クラブ        25名 

 

 

高齢者大学 

高齢者大学院 

共栄町内会 

去る５月 30日(月・消費者の日)に「令和４年度 消費者月間街頭啓発」を実施しました（主催：

音更町消費者被害防止ネットワーク、協力：帯広警察署、音更町）。警察署員と消費生活センター相

談員が町内 4 スーパー（オーケー、ハピオ、ダイイチ、ぴあざフクハラ）前にて、「考えよう！大

人になるとできること、気を付けること」という消費者月間統一テーマとともに、成年年齢引き下

げによる若者の契約トラブル等に注意を呼びかけました。 

 

東部福寿会 

木野長寿会 

北進老人クラブ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度会費をお早めに 

納入下さいますよう 

お願いいたします。 

事務局からお知らせ 

            パークゴルフ大会（交流部） 

 日 時：９月６日（火） ８：３０共栄コミセン集合 ９：００プレー開始 

 場 所：然別リバーフロントパークゴルフ場（音更町然別北 8線５１地先） 

     プレー用具：各自持参  PG場使用料：協会負担 

 ＊各自マスクの着用をお願いします。（プレー中は着用しないで OK） 

 ＊プレー後の懇親会は行わず、参加者に持ち帰りお弁当を用意します。 

 ＊参加希望の方は事務所までお申込み下さい。（申込〆切：８月３０日（火）    ６７－５５４１） 

 ＊なお、新型コロナウイルス感染拡大状況により、変更になる場合があります。 

 

「食品ロス削減推進サポーター育成オンライン講座」を受講しました （啓発部） 

7月 12日（火）共栄コミセン大集会室に於いて、辻会

長、啓発部 6名、事務局の計 8名が「食品ロス削減推進サ

ポーター育成オンライン講座」（主催：消費者庁）を受講し

ました。当講座はガイドブックを用いたズーム形式となっ

ており、「食品ロスの現状」「消費者にできる取組、ポイン

ト」「事業者にできる取組・ポイント」等について 2時間

にわたり説明がありました。参加者からは「食品ロスへの

理解が深まった」「自分のこととして考えるきっかけになっ

た」との声が寄せられました。 

今後は認定試験を経て、 

食品ロス削減推進サポーター 

登録する予定です。 

立派なガイドブック 

水分をしっかりとって、 

熱中症に気を付けましょう！ 

感染症対策も万全に！ 

大会テーマ 「ひとに優しいデジタル改革とは」 

開 催 日：9月９日（金） 

開 催 地：かでる２・７（札幌市） 〈3年ぶりの集会型開催〉 

基調講演：87歳のデジタルクリエーター 若宮 正子 氏（予定） 

（高齢者にも優しいデジタル改革について提言） 

 

第５９回北海道消費者大会 


